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宇宙の構造や宇宙背景放射の温度揺らぎを量子揺らぎから説明することに成功したインフレーショ
ン理論は、原始重力波の存在を予言しています。原始重力波は、インフレーション中の時空の量子
揺らぎから直接生成されます。重力波は物質との相互作用が弱いため、透過性が高く、インフレー
ション中に生成された際の量子性を保ったまま、現在まで伝搬してくることが期待されています。
本講演では、量子情報理論の最近の発展を原始重力波に応用することで，その量子性が検証可能か
どうかを議論します。
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